
金
海
古
蹟
志
巻
十
四

¥~ 

十

月

六

日

武
部
四
郎
兵
衛
様

千
秋
彦
兵
衛
様

叉
同
年
三
月
ト
九
日
不
破
彦
三
等
連
名
に
て
‘
武
部
四
郎
兵
衛
等
へ

の
書
簡
に
、
御
目
付
衆
御
越
に
付
、
石
動
骨
刷
局
御
馳
走
人
-
罷
越
候
。

鰹
・
鮒
之
儀
、
津
幡
に
而
相
調
、
直
に
各
御
手
前
よ
り
可
v
桃
山
昌
指
越
-

皆
、
合
所
衆
被
a
申
聞
吋
・
注
ど
あ
り
て
、
此
の
時
代
魚
類
不
自
由
た
る

事
知
ら
れ
け
り
。
異
本
微
妙
公
夜
話
録
に
‘
徳
川
四
代
将
軍
般
有
公

の
時
、
吉
崎
の
牡
蛎
宜
敷
問
.
献
ぜ
ら
る
与
や
う
に
と
小
松
へ
申
来

り
、
早
速
錫
v
取
可
v
被
v
譜
と
の
事
に
て
、
夜
中
取
揚
げ
指
上
げ
た
り
。

早
飛
脚
も
排
へ
置
き
た
る
よ
し
、
諸
国
玄
務
申
上
ぐ
と
い
へ
ど
も
.

何
等
の
仰
せ
も
た
く
‘
ニ
・
三
日
を
経
、
先
日
の
牡
概
は
最
早
御
用
に

立
か
ね
可
v
申
、
何
日
頃
可
v
辞
遁
や
と
伺
ひ
け
る
鹿
、
掠
々
失
念
し

た
り
。
唯
今
叉
取
っ
て
は
粥
，
日
も
延
候
ぺ
し
。
右
の
蝋
ま
だ
損
じ
申

那
事
行
へ
の
書
簡
如
v
左。

蛍
八
日
於
=
二
之
御
丸
-
御
目
付
業
御
振
舞
‘
大
鮒
御
用
に
候
得
共
、
賞

町
に
無
a

御
座
-
候
問
、
い
か
に
も
大
き
た
る
を
持
参
候
様
に
、
捕
方
h

可
v
被
且
仰
付
-
候
。
以
上
。

合

所

に
捺
へ
、
封
馬
も
給
は
り
、
共
外
の
者
共
も
給
ぺ
け
り
。
然
る
鹿
に

暫
〈
有
v
之
、
先
刻
の
飽
可
ν
上
旨
一
歩
仰
出
-
K
付
て
、
封
馬
指
固
に
て

吸
物
広
仕
り
、
皆
々
一
給
申
段
建
御
穂
-
侯
へ
ば
、
沙
汰
の
限
、
早
々
騎

馬
に
ま
ぎ
は
せ
可
v
申
旨
御
意
あ
り
。
故
に
鯉
二
つ
ま
ど
ひ
申
皆
、
鈎

馬
物
語
也
と
。
右
等
の
停
諸
共
に
て
、
共
の
時
代
の
事
勘
考
す
ぺ
し
。

扱
魚
類
商
賓
の
事
は
、
奮
審
甑
利
家
卿
の
印
脅
あ
り
。
共
の
お
如
v

左。蛍町
魚
物
質
貫
之
事
、
魚
町
外
脇
々
に
て
寅
貫
一
切
令
昌
停
止
二
右
違

背
之
銭
於
a
有
冒
之
者
可
v
加
a
成
政
-
者
也
。

天
正
十
四
七
月
四
日

印

魚

町

年

寄

中

按
や
る
花
、
右
魚
町
は
能
登
七
尾
の
魚
町
な
る
べ
し
。
魚
町
は
七
尾

の
魚
市
場
に
て
、
一
町
悉
〈
魚
類
以
む
商
賓
と
せ
り
。
と
の
定
番
K
.

魚
町
外
脇
々
に
て
費
寅
一
切
令
昌
停
止
-
と
載
せ
ら
れ
し
は
、
園
初
の

頃
は
一
定
の
場
所
の
外
の
底
に
て
諸
費
す
る
と
と
を
禁
ぜ
し
た
り
。

然
る
に
寛
永
四
年
九
月
の
定
書
に
、
務
費
共
肴
商
費
、
問
屋
に
相
定
候

芭
段
に
二
割
の
利
足
を
取
り
寅
可
v
申
。
と
あ
り
て
、
寛
永
の
頃
に
至

一
り

τは
金
滞
市
中
の
所
々
に
鰭
貨
と
て
魚
底
を
聞
き
て
商
業
を
替
む

金
滞
古
蹟
志
巻
十
四

四

問
敷
、
早
速
認
め
遣
す
べ
し
と
仰
渇
さ
れ
た
り
。
共
頃
御
意
に
、
玄

饗
は
ム
ロ
点
参
る
ま
じ
。
百
旦
の
蕗
へ
生
蝋
た
ど
を
取
り
に
越
し
た
る

は
、
老
中
の
食
議
行
胞
か
ざ
る
也
。
此
の
度
宜
し
く
い
た
し
遺
す
な

ら
ば
、
毎
度
取
り
に
越
す
ぺ
し
。
無
用
の
費
と
い
ふ
も
の
也
。
損
候

は
ピ
軍
ね

τ申
越
さ
ぬ
が
能
し
と
申
す
了
簡
は
無
か
り
し
や
と
仰
せ

ら
れ
し
と
、
竹
田
氏
明
也
。
と
あ
り
。
叉
小
松
に
於
て
、
御
慰
み
に

鯉
を
御
と
ら
せ
歩
成
け
り
。
御
留
川
へ
山
崎
長
門
舟
に
て
参
り
、
と

う
網
を
う
た
せ
鰹
を
多
く
取
り
た
り
の
御
目
付
共
段
言
上
候
へ
ば
、
軍

備
員
な
る
事
也
。
長
門
は
組
父
閑
粛
と
申
す
武
鑑
者
、
大
坂
に
て
武
者

大
将
申
付
け
、
秘
械
に
存
4
y
る
者
の
筋
な
る
故
、
大
分
の
知
行
を
と

ら
せ
置
庭
、
う
ひ
や
っ
と
見
ね
、
我
等
法
度
に
申
付
置
所
へ
罷
越
し

魚
を
取
る
儀
は
、
一
番
鎚
よ
り
上
の
手
柄
と
御
悦
也
。
長
門
承
り
、

摘
，
勇
集
を
助
み
、
鰹
を
取
る
儀
は
止
め
た
り
。
杉
江
兵
助
た
ど
も
長

門
に
連
れ
ら
れ
罷
越
し
た
る
よ
し
物
語
也
と
。
又
‘
小
松
に
御
座
被
v

成
時
分
、
進
上
物
に
飽
到
来
す
。
入
御
覧
一
御
議
所
へ
遁
し
置
く
。

其
夜
前
悶
封
馬
御
夜
誌
に
罷
出
で
け
る
慮
、
御
議
所
奉
行
右
側
棋
の

事
を
封
馬
へ
申
聞
候
へ
ば
、
先
程
入
昌
御
覧
-
何
等
の
被
昌
仰
出
-
も
無
v

之
。
吸
物
に
申
付
何
茂
有
合
之
者
へ
第
v
給
可
v
然
皆
申
付
。
則
御
吸
物

.U 

も
の
あ
り
。
さ
て
寛
文
年
聞
に
至
り
て
は
底
賓
と
振
賓
と
の
商
人
あ

り
て
、
今
世
の
如
〈
成
り
に
し
か
ど
.
共
の
取
扱
ふ
魚
類
の
制
度
茜

だ
般
に
し
て
、
今
世
と
い
た
く
殊
な
り
。
闘
よ
り
底
賓
の
魚
類
と
振

賓
の
魚
類
と
の
別
あ
る
に
は
非
宇
と
い
へ
ど
も
‘
魚
問
屋
の
手
を
経

て
競
く
る
魚
類
と
‘
宮
腰
た
ど
の
近
海
怠
る
鰭
浦
へ
罷
越
し
、
漁
人

よ
り
直
に
請
け
来
る
魚
類
と
雨
ゃ
う
の
別
あ
り
。
鯛
・
ほ
う
ん
¥
な

ど
の
如
き
佳
魚
は
‘
魚
問
屋
の
手
を
経
て
締
く
る
定
也
。
叉
鰯
・
小

節
・
小
銭
た
ど
の
類
は
、
浦
方
の
漁
人
よ
り
直
に
諦
く
る
共
苦
し
か

ら
宇
。

A
A
も
昔
よ
り
の
制
度
を
盤
守
せ
し
も
の
た
る
ぺ
し
。
此
の
外

問
屋
の
鑑
札
を
持
た
ざ
る
商
人
は
、
振
寅
を
も
般
禁
K
-な
し
、
無
鑑

札
取
札
人
を
問
屋
よ
り
毎
日
市
中
へ
出
せ
り
。
若
し
見
付
く
る
時
は

共
の
魚
類
を
奪
へ
り
。
放
に
世
人
と
の
取
札
人
色
料
ど
呼
ぺ
り
。
倫

第
廿
三
傘
た
る
魚
問
屋
の
僚
を
参
照
す
ぺ
し
。

。
野
々
市
屋
小
路

魚
屋
町
よ
り
材
木
畠
御
厩
橋
へ
往
〈
小
路
を
い
へ
り
。
従
前
は
此
の

小
路
の
角
東
側
K
.
野
々
市
屋
五
右
衛
門
と
て
奮
家
の
町
人
数
代
居

住
す
。
故
に
小
路
の
名
に
呼
ぺ
り
。
今
は
下
柿
木
畠
に
凪
せ
り
。

。
野
々
市
屋
五
右
衛
門
偉
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